
  
 
 
 
 
 
 

  
新年明けましておめでとうございます。 

 昨年、県生協連は「被災者生活再建支援制度の抜本的拡充を求める            

署名」を取組みました。県内の各生協組合員、役職員だけでなく、 

県内の多くの友好団体からもご協力をいただいたことに、あらためて 
感謝申し上げます。多くの署名に込められた被災者の生活再建の実現 
に向けて、青森県生協連は今後とも活動の輪を広げて行きます。 

さて、昨年は、アベノミクスによる株高円安に加えて、４月からは消費税増税が実施されました。大

企業は円高差益により増収増益となったものの、多くの勤労者は物価上昇により実質賃金が減少し、生

活必需品の値上げが台所を直撃しています。個人消費の落ち込みは食品スーパー等の業績にも影響を与

えており、４月以後２期連続でＧＤＰはマイナスとなりました。このような経済状況は、アベノミクス

そのものの失敗によるものですが、安倍首相は、より詳細な経済実態が明らかになる前の１１月末に突

然衆議院を解散し、投票率低下を狙った師走の総選挙で圧勝しました。低投票率、低支持（得票率２０％）

で６割の議席を占めるという状況でした。今回の選挙結果に民主主義が危機的な状況に至っているとの

危惧を感じざるを得ません。これまで以上に、多くの社会的課題について議論の輪を広げ、多くの仲間

に呼びかけ、行動していくことが重要だと思います。 
今年は、国連で核不拡散条約の再検討会議が行われます。県連では、ニューヨークへ３名の代表を派

遣し、全国の生協の仲間とともに、被団協代表団をサポートしながら、核兵器廃絶の声を届けます。ま

た、生協運動の原点である「安全・安心」をくらしの中で実現していくため、組合員相互の交流と学習

の場づくりを継続していきます。健康で元気でみんなが笑顔で生活できる社会をめざし、県生協連は「協

同」と「連帯」の輪を拡げます。本年もよろしくお願いいたします。 
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県連役職 名  前 所  属 県連役職 氏  名 所  属 

会   長 平野 了三 青森県民生協 理  事 小村  晃 弘前大学生協 

副 会 長 宮本 達也 青森保健生協     〃 正部家 邦治 コープあおもり 

専務理事 小池 伸二 コープあおもり     〃 高森 修子 生協とわだ 

常務理事 高村  務 青森県民生協     〃 平山 忠衛 津軽保健生協 

   〃 小野寺 静子 コープあおもり     〃 三浦 良成 津軽保健生協 

理  事 小笠原 大 十和田市職生協     〃 八重樫 努 消費者信用生協 

    〃 飯塚 輝樹 八戸市職生協     〃 米沼 一夫 労働者共済生協 

    〃 木村 儀弘 八戸医療生協   監  事 嶋田 順一 青森県民生協 

    〃 工藤 勝保 青森県庁生協     〃 相馬 治昭 青森保健生協 

    〃 河野  顕 生活クラブ生協   〃 奥崎 光秀 コープあおもり 
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□◇□ 第３０回青森県生協大会 報告  ～くらしの安心を協同の力で！パートⅡ！～ ◇□◇ 

2014年 11月 18日(火)リンクステーションホール青森（文化会館）において第 30回青森県生協大会を開催 

しました。食品添加物の問題、食品偽装問題、ＴＰＰ問題など「日本の食・・ここが問題」という内容で、天笠

（あまがさ）啓祐氏（市民バイオテクノロジー情報室代表）に約 90 分講演いただきました。 

・はじめに平野県生協連会長が「食を守る、輸入に頼らない食」を実現しようと挨拶し開会を告げました。 

記念講演に立った天笠氏は、はじめに最近の日本の「食事情」について、中国の餃子事件、有名老舗店

やレストランの食材の偽装表示問題、遺伝子組換え問題など時系列で紹介し、食品添加物表示制度につ

いて問題点を指摘しました。また輸入元からに圧力で使用が許可されている添加物が約 350 種類から約

500 種類に増加していて危険さが増しているとも。遺伝子組換えの問題では日本でも多くの組換え食品が

知らないうちに入り込んでいる実態を取り上げました。食の安全のために脱グローバル化を進め、そして日

本農業や中小企業や生産者を守り、また未来の世代を守ろうと締めくくりました。 

・午後には 4 月末のＮＰＴ代表派遣者の紹介決意表明、合わせて県内在住の被爆者の証言を義之（ぎし）

栄光さんにお聞きしました。義之さんは今証言しておかないといけないという想いで話されました。 

・お楽しみ企画もたっぷり用意しました。青森のお米「ほっかりん５Ｋｇ」があたる抽選会やロビーでは、天笠

氏の著書の販売サイン会、県産品の即売コーナーや震災被害支援即売コーナーなど盛りだくさんなブー

スを用意し、参加者全員が楽しんだ記念の 30 回大会となりました。 

【参加者の感想から～抜粋～】（110 名の参加者から感想が寄せられました） 

＊ＧＭ（遺伝子組換え）作物を日本人が一番多く食べているという事実は驚き。 

＊添加物をあまり気にしないで食べていたがこれからは包装材の裏を見ます。 

＊食品添加物が以前に比べて増加していることは許せない。犬などの餌も調べて気をつけたい。 

＊生協の安全基準を頼りに食品を購入しているので更に厳しいチェックをお願いします。 

＊被ばく体験者、義之さんの話しに聞き入りましたが途中までで残念、再度機会を作ってほしい。  など 

     

 

   ～新しい年も、ともに学びましょう～ 

◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇ 

2014 年度県生協連トップセミーを開催します～これから向かう人口減少に対応するための流通

業界についてともに学びましょう。講師は青森地域経済研究所 調査研究部長：竹内紀人氏、（1 月 30 日） 
◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□ 

協同組合講座を開催します～流通環境の変化にどのように対応して生協事業を牽引していくか、危

機を乗り越えた経験を学び、交流しましょう。（2 月 21 日） 
◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□◇□ 

組合員活動リーダー研修交流会を開催します～組合員活動のリーダーに求められる役割（仮

題）、長年生協運動に携わってきた阿南 久氏から学びましょう。（3 月 6 日） 

◎◆◎◆◎◆介護保険改定学習会◎◆◎◆◎◆◎◆◎◆◎◆◎◆◎◆◎◆◎◆◎◆◎◆◎◆◎◆◎ 

 制度改定に向け発表されたガイドラインを学び、生協の事業に生かす道筋を探りましょう。行政（八戸市）

からの報告と、実際に事業展開している生協の様子を聞きます。県内の改定は 2017 年の予定ですが知っ

ていて損はありません。（2 月 27 日） ※なお、今回は八戸市で開催しますが、4 月以降弘前で開催予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜講演の天笠啓祐氏＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜被爆証言者の義之栄光氏＞ 

 

 

 

 

 

 

＜会場には県内の生協の旗が披露＞ 

＊2014 年 11 月 18 日 
＊リンクステーション

ホール青森 
＊参加者 345 名 


